
筑波実験植物園において、

絵画「奇跡の一本松」を展示します

＊写真は上野本館で開催された企画展「フローラヤポニカ－日本人画家が描いた日本の植物－」

において展示された様子です。

展示期間：２月３日（土）～３月１８日（日）

展示場所：国立科学博物館筑波実験植物園教育棟内

英国キュー王立植物園で公認画家を務める山中麻須美氏に

よって描かれた「奇跡の一本松」の水彩画を展示します。

「奇跡の一本松」はクロマツとアカマツの自然交雑種アイグロマツで、陸前

高田の白い砂浜に約180年前に植えられた約20000本のうちの1本です。長年に

わたり、津波から陸前高田の人々の命を守り続けてきた松原でしたが、東日本

大地震による津波により壊滅的な被害を受けました。廃墟と化した町で一本だ

け立ち続けている姿は多くの人々の心に残り、復興のシンボルとなりました。


